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	応用
	抗原情報
	背景
	塩化物イオンチャネル6（CLIC6）ホモサピエンス この遺伝子は、塩化物イオンチャネルファミリータンパク質のメンバーをコードしています。この遺伝子は、1番染色体、6番染色体、および21番染色体に存在する大きな三重領域の一部です。選択的スプライシングにより、異なるアイソフォームをコードする複数の転写産物バリアントが生成されます。[RefSeq提供、2015年11月],ドメイン：このファミリーのメンバーは、球状の可溶性状態から、N末端ドメインが膜に挿入され塩化物イオンチャネルとして機能する状態に変化することがあります。N末端ドメインの構造変化により、疎水性表面が露出し、膜への挿入が引き起こされると考えられています。,機能：膜に挿入され、塩化物イオンチャネルを形成する可能性があります。水分泌細胞において、おそらく塩化物イオン輸送の調節を介して重要な役割を果たすと考えられる。,PTM：リン酸化されている。,類似性：塩化物チャネルCLICファミリーに属する。,類似性：1つのGST C末端ドメインを含む。,細胞内局在：主に細胞質内に存在する。細胞から塩化物イオンが流出すると、細胞膜へ移行する。,サブユニット：ドーパミン受容体DRD2、DRD3、およびDRD4と相互作用する。,組織特異性：脳、胎盤、膵臓、肝臓で発現する。,
	研究分野
	-
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	CLIC6抗体のウェスタンブロット解析。右レーンはCLIC6ペプチドでブロッキングされている。
	

	CLIC6 抗体を使用した HepG2 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。

